





A Class Practice Report of Social Welfare Practice as a Subject Social in Japanese High Schools：




























































　学級数は 1 学年 4 クラスで、普通科 2 クラス、


















ームヘルパー）同行訪問実習 2 日間と施設実習 4
日間を行なう。加えて、介護福祉士受験資格を取
得する福祉コースは 2 年生 11 月に 6 日間、3 年













































⑵　基礎実習（2 年生、夏休み、4 日間）・第 1 段
















































●実習への気持ち Before & After ①
○施設実習（第 2 段階実習）10 日間
●実習への気持ち Before & After ②

















○施設実習（第 1 段階実習）6 日間
11月 ○アセスメントを基にケアプラン作成・発表
12月 ●実習のふりかえりをしてみよう 12月 ○ 1 年間のまとめ
１月 ○緊急時の対応を学ぼう １月 ○ 1 年間のまとめ
２月 ○具体的な介護















































































































































































　 図 ウ は、3 年 次 の 春 の 10 日 間 の 実 習 後 に











　図エは、2 年次の 11 月の 6 日間の実習後に図


























り風強め」、3 年生 1 学期の第 2 段階実習は「は































































くなることもある。図オの生徒は、3 年生第 2 段
階実習で出会っている。そして、「利用者の方の
死の近さを知った。自分たちよりも（略）ずっと
ずっと死に近いことを知った。その人生の重さ、
存在の大きさ、死とむきあわなくてはいけないこ
と。あまりに大きい、重い出来事だった」と書き
記している。　
　図カ、図キの生徒は、第 3 段階実習に行ったと
き第 2 段階実習で関わった利用者の死を知った。
図カの生徒も「人の死というものを経験したこと
のない私にとって、多く関わった 2 人の利用者の
死は、とても悲しくて辛いものでした」と書き記
している。
　実習のわずかな期間であるとはいえ、身近に接
した利用者の死は、生徒に与える衝撃が大きい。
つらく悲しい体験であるが、実習に真剣に臨み、
真剣に利用者と関わった生徒であれば、その死と
むきあいそれを乗り越えて、人の存在の重さや人
生の深さに思いを馳せ、利用者と援助者という関
係だけでなく人と人の関わりの大切さを感じ取る
ことができるようになっていると思える。
　さらに、利用者、職員、教員などとの関わりか
ら感じ取ったり、指摘されたりしたことについて、
考えを深めようとしている姿勢が見て取れる。
　図クの生徒は、「苦しかったこと」として利用
者を怒らせてしまい、職員に「あの人はいつもそ
うだから気にしないで」と言葉がけをされるもの
の、それを流さずにしっかりと受けとめ「絶対に
何かなければ人は怒らないはずで、私のせいなの
に利用者のせいのような雰囲気にされてしまい、
本当に申し訳なかった」と利用者を気遣ってい
る。」
　また、巡回に来た教員に、利用者を身内のよう
に大切に思う気持ちがないのではないか、という
指摘を受け、「確かに、自分は実習生っていう枠
から抜け出せなかったからいつも利用者と距離が
あったかなあと考えた」と内省している。
　田村（2008）は福祉科卒業生「は他者の人生に
接し、生活に根ざした体験的な学習を通して、幅
広い教養と人間性を育てる重要な時期を高校福祉
科で過ごしている」と、高校福祉科卒業生のライ
フコース研究の意義の一つとして述べているが、
作品の考察から、当校福祉科の生徒たちは、実習
を通して他者の人生に接し、幅広い教養と人間性
を培ったといえると思う。
７．成果と課題
　文章や言葉ではうまく表現できないことが、絵
の描き方や色づかいなどに表われる。また、描く
ことにより、生徒自身の気持ちの整理ができてい
るといえる。文章表現がうまくいかない生徒もこ
の作業により、実習のふりかえりのきっかけをつ
かみ、その後の学習に生かすことができている。
文書表現力がなくなっているといわれる近年の生
徒には、このような手法も積極的に活用していく
必要があると思う。
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　しかし、これらの方法を用いても生徒の表現力
は低下している。それは表現力の低下というより
は、実習に対する向き合い方の不足という点も否
めない面がある。そこに福祉科教員としての悩み
がある。
　生徒本人の獲得したものはある程度、明らかに
されたが、これを教員がどこまで自覚化して伝え
ていくか。ふりかえり面接などの場の検討が今
後、必要であろう。また、生徒同士の学びについ
ても同様のことが言えよう。さらに、「はじめに」
に示した永原の指摘については今後の課題とした
い。
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